


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日 比 谷 幼 稚 園
上 野 子 供 学 校
深 川 幼 稚 園
深 川 夜 学 校
築 地 本 願 寺 托 児 所
本所亀沢町幼稚園及托児所
三 河 島 托 児 所
深 川 托 児 所
日 比 谷 医 療 班
上 野 医 療 班
日 暮 里 医 療 班
築 地 浴 場
上 野 浴 場
深 川 公 園 浴 場
1眦 谷人 事 相 談 所
i上 野 人 事 相 談 所
明治会 館 人事相 談 所
日 暮 里 人 事 相 談 所
深 川 人 事 相 談 所
隣 被 服廠 跡人 事相 談 所
長 崎 町 人 事 相 談 所
E
日比 谷 無 料 宿 泊 所
上 野 無 料 宿 泊 所保
上 野 簡 易 食 堂
上 野婦 人 職業補 導 館
猿 江 裏 職 業 補 導 館
事 同独身労働者無料宿泊所
,築 地 本願寺無料 宿泊所
陣 獸 盲人宿 泊所
業 明治会館罹災学生 寄宿舎
同 無 料 宿 泊 所
同婦人職業紹介及宿泊所
i三 河 島 人 事 相 談 所












































































































































































日 比 谷 日 曜 講 演
深 川 日 曜 講 演
上 野 日 曜 講 演
被 服 廠 跡 臨 時 講 演
活 動 写 真 班
病 院 慰 問
巡 回 伝 道
日 比 谷 日 曜 学 校
上 野 日 曜 学 校
深 川 日 曜 学 校
教
化
事
業
号
に
よ
る
)
事
務
所
規
程
第
一
条
に
は
、
関
東
一
府
四
県
下
災
害
二
関
シ
、
臨
時
救
災
事
務
所
本
部
ヲ
本
山
内
二
、
同
出
張
所
ヲ
東
京
市
京
橋
区
築
地
三
丁
目
本
願
寺
別
院
焼
失
空
地
二
特
設
シ
、
管
長
総
裁
ノ
下
二
罹
災
者
救
援
二
関
ス
ル
一
切
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
、
と
い
い
、
同
第
四
条
で
は
臨
時
救
災
事
務
所
ハ
臨
機
必
要
地
点
二
支
部
ヲ
開
設
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
と
定
め
て
、
大
阪
津
村
別
院
内
に
支
部
を
置
い
た
。
事
務
分
掌
規
程
第
一
条
に
よ
る
と
、
事
務
所
は
総
務
、
救
護
、
宣
伝
、
庶
務
、
会
計
の
五
部
に
分
っ
た
。
又
救
災
事
務
所
東
京
出
張
所
長
に
輪
番
本
多
恵
隆
任
じ
、
理
事
後
藤
環
爾
は
東
京
勤
務
と
な
っ
た
。
(後
藤
環
爾
は
九
月
一
日
震
災
当
日
は
、
山
命
を
帯
び
て
東
京
の
社
会
事
業
視
察
の
為
め
上
京
中
で
あ
っ
た
。
之
が
今
度
は
臨
時
救
済
事
務
所
の
理
事
と
な
っ
て
東
京
勤
務
と
な
っ
た
)
同
月
十
日
、
全
選
挙
区
六
十
名
の
会
衆
を
召
集
し
て
翌
十
一
日
臨
時
集
会
を
開
き
、
臨
時
救
災
費
金
四
拾
万
円
、
罹
災
末
寺
復
興
補
助
金
五
万
円
の
支
出
を
可
決
し
た
。
以
上
だ
け
に
よ
っ
て
も
、
本
山
が
い
か
に
組
織
的
強
力
か
つ
速
や
か
に
罹
災
者
救
援
の
体
制
を
整
え
た
か
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
明
治
、
大
正
期
を
通
じ
て
す
で
に
養
っ
て
き
た
社
会
救
済
に
対
す
る
経
験
と
実
績
の
し
か
ら
し
め
る
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
築
地
別
院
史
」
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
九
月
十
日
以
降
、
上
野
公
園
博
物
館
前
、
神
田
明
治
会
館
焼
跡
、
日
比
谷
旧
音
楽
堂
前
に
も
天
幕
救
護
所
を
設
置
、
葉
書
の
供
給
一
>>l'
o
0
0
、
通
信
代
筆
三
、
七
五
〇
、
郵
便
取
次
五
〇
、
○
○
○
、
薬
h品
の
供
給
六
、
○
O
O
、
を
始
め
死
者
追
弔
読
経
、
人
事
相
談
、
遺
骨
預
り
等
の
奉
仕
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
救
護
と
衛
生
、
愛
護
、
教
化
な
ど
物
心
両
面
に
わ
た
る
広
汎
な
救
災
活
動
は
、
九
月
申
旬
か
ら
年
末
に
か
け
て
そ
の
規
模
が
拡
大
さ
れ
、
よ
り
持
続
的
な
活
動
へ
と
体
制
を
確
立
し
て
行
っ
た
状
況
が
、
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
願
寺
が
震
災
救
護
に
支
出
し
た
金
品
は
、
不
当
な
誤
解
の
も
と
に
生
命
を
脅
か
さ
れ
、
苦
難
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
た
在
京
三
千
人
の
朝
鮮
人
救
護
と
い
う
特
筆
す
べ
き
活
動
を
も
含
め
て
、
総
額
百
数
十
万
円
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
顕
著
な
救
災
事
業
の
実
績
に
対
し
て
、
の
ち
に
感
謝
の
寄
金
が
相
次
ぎ
、
翌
大
正
十
三
年
一
月
、
徳
川
貴
族
院
議
長
を
会
長
と
す
る
震
闘災
善
後
会
は
、
仁
風
会
館
建
築
費
に
三
万
円
、
同
年
二
月
、
服
業
治
産
会
に
三
万
五
千
円
を
寄
贈
、
内
務
省
一220-一
も
、
同
年
三
月
に
、
築
地
会
館
建
築
費
並
び
に
設
備
費
に
三
万
九
千
八
百
四
十
八
円
、
築
地
、
日
比
谷
、
三
河
島
の
三
托
児
所
完
成
費
に
一
万
二
千
三
百
円
、
同
年
五
月
に
、
社
会
事
業
費
に
三
万
円
を
④
そ
れ
ぞ
れ
下
付
し
た
と
い
う
。
な
お
救
災
活
動
に
当
っ
て
、
大
谷
光
明
師
は
、
連
日
事
務
所
に
詰
め
て
全
般
の
事
務
を
督
励
さ
れ
、
時
に
は
、
本
山
よ
り
輸
送
の
救
護
品
を
満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
を
自
ら
運
転
さ
れ
る
な
ど
躬
行
の
範
を
示
し
、
救
災
事
業
に
従
事
す
る
人
々
の
士
気
を
鼓
舞
し
た
が
、
こ
の
間
、
九
条
武
子
夫
人
の
活
動
も
ま
た
目
ざ
ま
し
い
in
も
の
が
あ
り
、
人
心
に
深
い
感
動
を
与
え
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
二
や
や
記
述
が
長
く
な
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
時
に
お
け
る
本
願
寺
の
め
ざ
ま
し
い
救
済
事
業
の
模
様
を
こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
、
戦
前
に
お
け
る
真
、
宗
教
団
の
社
会
福
祉
へ
の
取
り
組
み
を
象
徴
す
る
最
も
典
型
的
な
事
例
と
し
て
恰
好
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
善
意
と
組
織
の
総
力
を
あ
げ
た
迅
速
果
敢
な
救
済
援
護
活
動
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
今
日
の
社
会
福
祉
の
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
古
い
形
態
の
そ
れ
で
あ
る
。
即
ち
一
九
五
〇
年
、
パ
リ
の
第
五
回
国
際
社
会
事
業
会
議
に
提
出
さ
れ
た
社
会
事
業
研
究
所
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
定
義
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
社
会
事
業
と
は
、
正
常
な
一
般
的
生
活
の
水
準
よ
り
脱
落
、
背
離
し
、
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
あ
る
不
特
定
の
個
人
ま
た
は
家
族
に
対
し
、
そ
の
回
復
、
保
全
を
目
的
と
し
て
、
国
家
、
地
方
公
共
団
体
、
あ
る
い
は
私
人
が
、
社
会
保
険
、
公
衆
衛
生
、
教
育
な
ど
の
社
会
福
祉
増
進
の
た
め
の
一
般
対
象
と
な
ら
ん
で
、
ま
た
は
こ
れ
を
補
い
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
代
っ
て
、
個
別
的
、
集
団
的
に
保
護
、
助
長
あ
る
い
は
処
置
を
行
な
う
社
会
的
な
組
織
的
な
活
動
で
あ
る
、
と
。
明
ら
か
に
、
社
会
福
祉
の
主
体
は
「
国
家
、
地
方
公
共
団
体
、
あ
る
い
は
私
人
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
国
家
に
社
会
福
祉
を
行
う
義
務
と
責
任
が
で
き
た
の
ぼ
、
今
次
大
戦
に
よ
る
敗
戦
の
結
果
、
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
憲
法
第
二
十
五
条
に
は
、
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。
国
は
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
つ
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
社
会
福
祉
の
古
い
形
態
で
あ
る
慈
善
や
救
済
事
業
は
宗
教
家
や
宗
教
団
体
が
申
心
に
な
っ
て
行
っ
て
い
た
。
明
治
以
降
の
日
本
で
も
、
そ
の
中
心
は
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
っ
た
り
、
仏
教
で
あ
っ
た
り
し
て
、
宗
教
が
申
心
と
な
っ
て
お
り
、
国
家
や
地
方
自
治
体
は
そ
の
申
心
と
な
っ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
大
正
時
代
後
半
に
至
る
ま
で
は
全
面
的
に
篤
志
家
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
ど
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
個
々
の
篤
志
家
が
社
会
福
祉
の
主
流
に
な
っ
て
⑥
い
た
」
の
は
、
今
に
し
て
思
え
ば
、
社
会
福
祉
の
歴
史
が
ど
う
し
て
も
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
一
つ
の
道
程
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
そ
こ
で
、
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
、
自
ら
が
関
与
し
て
き
た
過
去
の
社
会
福
祉
活
動
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
ど
う
将
来
へ
の
展
望
を
拓
こ
う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。こ
こ
に
最
新
の
「
浄
土
真
宗
福
祉
白
蚩
目」
(
五
0
十
二
年
版
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
団
の
責
任
に
お
い
て
、
過
去
に
於
け
る
諸
先
輩
の
福
祉
活
動
を
見
つ
め
、
確
認
し
な
が
ら
今
後
の
宗
門
に
お
け
る
福
祉
事
業
の
効
果
あ
る
も
の
を
打
ち
出
す
た
め
に
発
刊
さ
れ
た
「
白
書
」
で
あ
る
。
「
白
書
」
で
一一`LLI一
は
、
浄
土
真
宗
社
会
福
祉
基
本
要
項
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
じ
め
に
社
会
生
活
の
安
定
と
秩
序
を
保
持
し
、
国
家
社
会
の
繁
栄
と
調
和
を
め
ざ
す
社
会
的
、
合
理
的
方
策
と
し
て
の
社
会
福
祉
事
業
の
総
体
と
、
か
つ
て
宗
教
が
一
般
に
お
こ
な
っ
て
き
た
博
愛
的
行
為
と
は
、
決
し
て
等
記
号
で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
"
ま
た
、
そ
う
す
べ
き
も
の
で
も
な
い
。
安
易
に
、
宗
教
と
社
会
福
祉
を
恣
意
的
、
主
観
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
対
し
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
や
、
我
々
は
慈
善
の
精
神
が
、
そ
の
ま
ま
社
会
福
祉
の
理
念
や
原
理
、
原
則
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
決
し
て
正
し
い
認
識
で
は
な
い
。
浄
土
真
宗
は
、
他
力
救
済
の
教
え
を
、
そ
の
根
本
の
立
場
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
念
仏
の
上
よ
り
す
る
報
謝
の
行
い
が
す
べ
て
そ
の
ま
ま
社
会
福
祉
的
実
践
と
考
え
た
り
、
社
会
福
祉
事
業
の
実
際
的
行
動
で
あ
る
と
錯
覚
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
む
い
。と
述
べ
、
過
去
の
古
い
形
態
と
し
て
の
社
会
福
祉
の
あ
り
方
に
き
っ
ぱ
り
訣
別
す
る
と
と
も
に
、
宗
教
、
就
中
、
こ
こ
で
は
浄
土
真
宗
の
教
義
か
ら
な
さ
れ
る
行
為
と
社
会
福
祉
と
を
安
易
な
認
識
の
も
と
で
結
び
つ
け
る
こ
と
に
一
定
の
距
離
を
お
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
が
導
き
だ
さ
れ
た
根
底
に
は
、
戦
前
ま
で
の
社
会
事
業
は
民
間
の
慈
善
が
中
心
で
物
質
的
施
与
や
精
神
面
で
の
救
済
い
わ
ゆ
る
地
域
の
有
力
者
、
篤
志
家
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
を
し
め
て
お
り
、
も
て
る
者
が
不
幸
な
人
、
あ
わ
れ
な
子
供
に
恵
み
を
与
」え
る
よ
う
に
、
慈
善
的
、
一
方
的
な
行
為
で
あ
っ
た
し
、
本
当
に
そ
の
人
を
人
間
と
し
て
人
格
を
認
め
、
充
分
⑧
理
解
し
た
上
の
態
度
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
反
省
が
ひ
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
新
憲
法
下
の
今
日
に
お
い
て
は
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
の
国
家
責
任
が
明
確
化
さ
れ
た
上
、
す
べ
て
の
国
民
が
平
等
に
社
会
福
祉
を
享
受
す
る
権
利
と
義
務
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
社
会
福
祉
は
す
べ
て
の
国
民
全
体
の
課
題
で
あ
る
と
ど
も
に
、
一
人
一
人
が
社
会
福
祉
の
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
な
か
で
、
自
己
が
な
す
べ
き
こ
と
と
、
社
会
に
要
請
す
る
も
の
を
分
別
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
身
近
か
な
と
こ
ろ
か
ら
福
祉
活
動
を
は
U
め
る
こ
と
が
必
⑨
要
だ
、
と
い
う
認
識
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
浄
土
真
宗
の
め
ざ
す
社
会
福
祉
の
基
本
的
理
念
と
し
て
提
言
さ
れ
た
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
福
祉
事
業
な
ど
の
社
会
的
実
践
活
動
は
、
余
行
余
善
で
あ
っ
て
念
仏
に
生
き
る
浄
土
真
宗
の
教
義
と
し
て
は
、
自
力
作
善
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
と
誤
解
さ
れ
る
傾
向
も
み
う
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
浄
土
真
宗
に
帰
依
す
る
僧
侶
、
門
信
徒
と
し
て
、
そ
の
念
仏
に
生
き
る
者
は
、
お
の
ず
か
ら
他
力
廻
向
の
信
心
に
も
と
づ
き
社
会
的
実
践
活
動
に
参
画
し
た
り
、
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進
に
つ
と
め
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
又
報
恩
行
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
念
仏
は
生
き
て
は
た
ら
く
弥
陀
の
慈
悲
の
あ
ら
れ
わ
で
あ
り
、
念
仏
そ
の
も
の
の
中
に
社
会
的
実
践
活
動
に
つ
ら
な
る
も
の
が
あ
る
こ
ど
は
真
宗
教
学
の
上
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
弥
陀
の
本
願
に
生
か
さ
れ
る
念
仏
者
が
時
代
の
申
に
生
き
、
社
会
の
流
れ
に
対
応
し
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
そ
の
主
体
的
行
動
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
念
仏
の
一
道
を
歩
む
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
御
同
朋
、
御
同
行
で
あ
る
。
こ
こ
に
同
朋
精
神
で
も
っ
て
他
人
の
い
た
み
を
自
己
の
い
た
み
と
し
、
他
人
の
喜
び
を
自
己
の
喜
び
と
し
て
受
容
し
て
い
く
人
格
は
、
現
代
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
専
門
ワ
ー
カ
ー
に
も
期
待
さ
れ
る
人
間
像
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
同
情
で
一
ccc
I一 G∠}乙
は
な
く
、
あ
わ
れ
み
の
心
情
で
も
な
く
、
人
間
が
人
間
と
し
て
の
共
感
と
信
頼
の
上
に
成
立
す
る
信
念
の
発
露
で
あ
る
。
こ
の
視
点
に
た
っ
て
、
常
に
社
会
と
人
間
を
洞
察
し
、
地
域
社
会
の
中
に
身
を
お
い
て
社
会
福
祉
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
が
、
真
⑩
宗
人
と
し
て
の
社
会
的
使
命
で
あ
る
。
そ
し
て
浄
土
真
宗
の
社
会
福
祉
基
本
目
標
と
し
て
使
命
、
開
発
、
研
究
、
人
材
、
活
動
と
い
う
五
つ
の
目
標
を
定
め
て
い
る
が
、
具
体
的
に
「
使
命
」
「
開
発
」
の
項
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
憲
法
の
精
神
を
尊
重
し
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
原
理
、
原
則
を
理
解
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
国
家
的
、
社
会
的
責
任
の
原
則
を
つ
ら
ぬ
き
な
が
ら
、
民
間
社
会
事
業
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を
遂
行
す
る
(使
命
)
公
的
社
会
事
業
な
い
し
社
会
福
祉
施
策
に
欠
け
る
部
分
を
さ
ぐ
り
だ
し
、
生
の
内
的
充
実
を
基
本
と
し
て
、
人
間
ら
し
い
生
活
と
福
祉
の
権
利
を
守
る
社
会
的
事
業
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
な
社
会
的
C　
提
言
を
積
極
的
に
お
こ
な
う
(開
発
)
以
上
を
集
約
し
て
「
白
書
」
は
「
浄
土
真
宗
の
め
ざ
す
社
会
福
祉
事
業
な
い
し
活
動
は
、
全
国
に
存
在
す
る
真
宗
寺
院
が
念
仏
者
と
し
て
の
自
覚
と
連
帯
を
確
認
し
、
報
恩
行
と
し
て
の
実
践
活
動
を
⑫
地
域
社
会
の
場
で
具
現
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
こ
に
、
二
つ
の
重
要
な
問
題
が
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
一
つ
は
、
今
日
の
社
会
福
祉
事
業
が
、
国
家
の
社
会
責
任
の
も
と
に
公
的
社
会
事
業
と
し
て
充
実
促
進
強
化
さ
れ
て
い
く
趨
勢
の
中
で
、
既
成
教
団
等
の
民
間
社
会
事
業
は
自
己
本
来
の
固
有
の
分
野
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
の
時
代
、
民
間
社
会
事
業
が
に
な
っ
て
い
た
、
目
ざ
ま
し
い
独
自
性
と
か
先
進
性
と
か
は
、
も
は
や
望
む
べ
く
も
な
く
、
公
的
社
A
五
事
独未
な
い
し
福
祉
行
政
の
下
請
け
か
、
ま
た
は
、
肩
が
わ
り
を
す
る
よ
う
に
さ
え
見
え
、
施
設
開
設
当
時
に
持
っ
て
い
た
は
ず
の
独
自
の
理
念
が
失
わ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
「
白
書
」
自
身
の
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
口
に
、
民
間
社
会
事
業
の
使
命
を
問
い
な
お
し
、
宗
教
教
団
と
し
て
何
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
も
し
な
す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
社
会
福
祉
事
業
な
の
か
、
を
問
わ
れ
て
み
て
も
抽
象
的
な
美
辞
麗
句
を
並
べ
る
こ
と
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
今
日
、
具
体
的
に
独
自
性
を
も
っ
た
ど
う
い
う
回
答
を
用
意
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
勿
論
、
五
十
二
年
版
「
白
書
」
に
見
る
限
り
、
そ
の
明
確
な
回
答
は
な
い
。
第
二
の
問
題
は
、
真
宗
の
社
会
福
祉
の
基
本
的
理
念
は
「
慈
悲
」
「
報
恩
行
」
「
同
朋
精
神
」
等
の
言
葉
で
説
明
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
余
行
余
善
、
雑
行
雑
修
、
自
力
作
善
な
ど
の
行
為
で
は
決
し
て
な
く
、
念
仏
そ
の
も
の
の
申
に
社
会
的
実
践
活
動
に
つ
ら
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
真
宗
教
学
の
上
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
が
、
親
鸞
思
想
の
し
っ
か
り
し
た
理
解
の
枠
組
み
の
申
で
、
こ
の
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
ほ
な
い
。
こ
の
点
で
の
論
理
的
飛
躍
と
い
う
か
、精
密
な
学
問
的
論
究
の
欠
落
は
、な
お
ざ
り
に
出
来
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
国
及
び
地
方
公
共
団
体
と
並
ん
で
、
私
人
た
る
真
宗
念
仏
者
が
社
会
福
祉
の
主
体
と
し
て
そ
の
実
践
に
関
与
し
な
け
れ
ば
や
ま
な
い
内
的
必
然
性
が
、
親
鸞
の
唯
信
の
思
想
の
い
か
な
る
思
想
性
を
根
底
と
し
て
醸
成
さ
れ
、
発
露
し
、
具
体
的
な
社
会
実
践
へ
と
昇
華
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
道
筋
を
考
察
し
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
真
宗
に
お
け
る
仏
教
福
祉
の
思
想
を
確
定
し
て
い
く
上
で
の
第
一
義
的
命
題
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
が
不
明
確
な
ま
ま
で
、
真
宗
福
祉
の
基
本
理
念
を
、
た
だ
同
朋
精
神
一
0cc乙乙s
に
基
づ
く
報
恩
行
と
安
易
に
結
論
づ
け
て
も
、
客
観
的
な
吟
味
と
検
証
に
た
え
得
る
福
祉
の
思
想
と
し
て
の
普
遍
性
を
主
張
す
る
こ
と
は
お
ぼ
つ
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
ま
た
、
こ
の
点
を
明
確
に
論
究
し
て
い
く
過
程
を
通
し
て
、
公
的
社
会
福
祉
に
は
究
極
的
に
は
と
う
て
い
期
待
で
き
な
い
、
し
か
し
仏
教
福
祉
が
担
当
し
う
る
独
自
の
使
命
と
分
野
の
発
見
に
展
望
を
ひ
ら
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
福
祉
と
は
、
対
象
者
の
「
自
立
を
援
護
・
助
長
す
る
こ
と
」
だ
と
い
わ
れ
、
そ
の
自
立
と
は
必
ず
し
も
自
分
で
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
も
し
そ
う
な
ら
貧
困
な
老
人
や
重
度
の
障
害
者
は
自
立
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
自
立
は
健
康
な
精
神
を
も
ち
、
健
康
な
生
活
を
営
む
こ
と
だ
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
社
会
福
祉
の
援
助
が
必
要
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
利
用
す
る
、
し
た
が
っ
て
援
助
行
為
は
、
対
象
者
の
主⑬
体
性
を
尊
重
し
、
そ
の
発
展
を
援
助
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
「
私
人
」
と
し
て
の
仏
教
福
祉
の
立
場
か
ら
で
な
け
れ
ば
究
極
的
に
援
助
の
使
命
を
完
遂
で
き
な
い
独
自
の
分
野
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
「
極
端
に
い
え
ぼ
、
死
に
瀕
し
た
病
者
も
　
健
康
な
精
神
を
持
ち
う
る
」
と
す
れ
ぼ
、
そ
れ
は
、
い
か
な
る
状
況
と
精
神
の
充
実
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
そ
れ
は
、
公
的
社
会
事
業
の
処
置
だ
け
に
よ
っ
て
目
的
成
就
で
き
る
世
界
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
三
そ
こ
で
親
鸞
の
思
想
の
要
諦
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
特
に
信
心
決
定
後
に
お
け
る
真
宗
念
仏
者
の
生
活
態
度
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
教
説
を
展
開
さ
せ
て
い
る
か
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
の
が
、
こ
の
場
合
、
適
当
と
思
わ
れ
る
。
親
鸞
の
思
想
の
本
質
を
端
的
に
い
う
と
す
れ
ば
、
凡
夫
の
た
め
の
、
悪
人
成
仏
の
往
生
浄
土
の
救
い
の
數
え
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
唯
信
の
思
想
」
と
い
う
形
で
結
実
し
た
。
彼
自
身
、
そ
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
唯
」
は
た
望
こ
の
こ
と
ひ
と
つ
と
い
ふ
、
ふ
た
つ
な
ら
ぶ
こ
と
を
き
ら
ふ
ご
ど
ぼ
な
り
。
ま
た
「
唯
」
は
ひ
と
り
と
い
ふ
ご
丶
ろ
な
り
。
「
信
」
は
う
た
が
ふ
こ
こ
ろ
な
き
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
真
実
の
信
心
な
り
。
虚
仮
は
な
れ
た
る
こ
丶
ろ
な
り
、
虚
は
む
な
し
と
い
ふ
、
仮
は
か
り
な
り
と
い
ふ
。
虚
は
実
な
ら
ぬ
を
い
ふ
、
仮
は
真
な
ら
ぬ
を
い
ふ
な
り
。
本
願
他
力
を
た
の
み
て
自
力
を
は
な
⑮
れ
た
る
、
こ
れ
を
唯
信
と
い
ふ
。
親
鸞
が
い
う
「
本
願
」
と
は
「
然
愚
禿
釈
鸞
、
⑯
建
仁
辛
西
暦
、
棄
雑
行
兮
、
帰
本
願
」
と
宣
言
し
た
無
量
寿
経
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
で
あ
り
、
彼
は
特
に
第
十
八
の
願
を
選
択
本
願
と
名
付
け
、
「
浄
土
宗
の
な
か
に
真
あ
り
仮
あ
り
。
真
と
い
ふ
は
選
択
本
願
な
り
、
仮
と
い
ふ
は
定
散
二
0
善
な
り
」
と
述
べ
て
、
こ
の
選
択
本
願
が
浄
土
真
⑱
宗
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
こ
そ
大
乗
の
申
の
至
極
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
自
力
」
と
「
他
力
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
自
力
と
申
こ
と
は
、
行
者
の
お
の
お
の
の
縁
に
し
た
が
ひ
て
、
餘
の
仏
号
を
称
念
し
、
餘
の
善
根
を
修
行
し
て
、
わ
が
み
を
た
の
み
、
わ
が
は
か
ら
ひ
の
こ
丶
ろ
を
も
て
、
身
口
意
の
み
だ
れ
ご
㌧
ろ
を
つ
く
ろ
い
、
め
で
た
う
し
な
し
て
浄
土
へ
往
生
せ
む
と
お
も
ふ
を
自
力
と
申
な
り
。
ま
た
他
力
と
申
こ
と
は
、
弥
陀
如
来
の
御
ち
か
ひ
の
申
に
、
選
択
摂
取
し
た
ま
へ
る
第
十
八
の
念
仏
往
生
の
本
願
を
信
楽
す
る
を
佗
力
と
申
な
り
。
如
来
の
御
ち
か
ひ
な
れ
ば
、
佗
力
に
は
義
な
き
を
義
と
す
と
、
聖
人
の
お
ほ
せ
ご
と
に
て
あ
り
き
。
義
と
い
ふ
こ
と
一朔一 乙乙黛
は
、
は
か
ら
う
こ
と
ば
な
り
。
行
者
の
は
か
ら
ひ
ぼ
自
力
な
れ
ば
義
と
い
ふ
な
り
。
佗
力
ほ
本
願
を
信
楽
し
て
往
生
必
定
な
る
ゆ
へ
に
さ
ら
に
義
な
し
と
な
り
。
し
か
れ
ば
、
わ
が
み
の
わ
る
け
れ
ぼ
い
か
で
か
如
来
む
か
へ
た
ま
ぼ
む
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
、
凡
夫
は
も
と
よ
り
煩
悩
具
足
し
た
る
ゆ
へ
に
わ
る
き
も
の
と
お
も
ふ
べ
し
。
ま
た
わ
が
こ
丶
ろ
よ
け
れ
ば
往
生
す
べ
し
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
、
自
力
の
御
は
か
ら
い
に
て
は
真
実
の
報
土
へ
む
ま
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
行
者
の
お
の
お
の
の
自
力
の
1I
ti
て
は
、
懈
慢
辺
地
の
往
生
、
胎
生
疑
城
の
浄
土
ま
で
ぞ
、
往
生
せ
ら
る
丶
こ
と
に
て
あ
る
べ
き
と
ぞ
う
け
た
ま
は
り
た
り
し
。
第
十
八
の
本
願
成
就
の
ゆ
へ
に
阿
弥
陀
如
来
と
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
利
益
き
わ
ま
り
ま
し
ま
さ
ぬ
御
か
た
ち
を
、
天
親
菩
薩
は
尽
十
方
无
尋
光
如
来
と
あ
ら
わ
し
め
た
ま
へ
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
、
よ
き
あ
し
き
人
を
き
ら
は
ず
、
煩
悩
の
こ
丶
ろ
を
え
ら
ば
ず
、
へ
だ
て
ず
し
て
、
往
生
は
か
な
ら
ず
す
る
な
り
と
⑲
し
る
べ
し
と
な
り
α
そ
し
て
親
鸞
の
「
往
生
を
不
定
に
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
は
、
ま
つ
わ
が
身
の
往
生
を
お
ぼ
し
め
し
　
て
、
御
念
仏
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
自
明
の
よ
う
に
、
彼
は
真
実
信
心
の
決
定
に
よ
る
人
生
の
究
極
的
大
安
心
の
確
立
こ
そ
が
、
相
対
世
界
に
生
き
る
有
限
の
人
間
、
つ
ま
り
凡
夫
に
と
っ
て
最
も
緊
要
の
こ
ど
だ
、
と
い
う
確
信
の
立
場
を
と
る
の
で
あ
る
。
さ
て
そ
こ
で
、
真
実
信
心
の
人
と
し
て
往
生
の
定
ま
っ
た
真
宗
念
仏
者
の
信
心
決
定
後
に
お
け
る
生
活
態
度
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
回
答
は
、
末
灯
鈔
、
そ
れ
も
第
十
九
・
二
n
十
通
等
の
彼
の
書
簡
に
識
る
さ
れ
た
説
教
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
親
鸞
ほ
末
灯
鈔
十
九
通
で
、
往
生
は
凡
夫
や
智
者
の
は
か
ら
う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
断
言
し
、
ま
た
勝
手
な
念
仏
解
釈
が
入
る
こ
と
を
憂
い
た
後
で
「
わ
れ
往
生
す
べ
け
れ
ば
と
て
す
ま
じ
き
事
を
も
し
、
思
う
ま
じ
き
こ
と
を
も
思
ひ
、
言
う
ま
じ
き
こ
と
を
も
言
ひ
な
ど
す
る
こ
と
は
あ
る
べ
く
も
候
は
ず
」
と
書
い
た
。
こ
れ
は
二
十
通
の
「
薬
あ
り
毒
を
好
め
と
さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
こ
と
は
あ
る
べ
く
も
さ
ふ
ら
は
ず
」
と
い
う
思
想
に
通
じ
る
。
第
十
九
・
二
十
通
に
お
い
て
彼
が
力
説
し
よ
う
と
す
る
教
説
の
主
旨
は
、
信
心
決
定
し
正
し
く
悪
人
正
因
の
教
法
を
体
解
す
れ
ば
、
三
毒
の
煩
悩
や
悪
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
、
む
し
ろ
三
毒
を
犯
す
と
い
う
こ
と
は
「
あ
る
べ
く
候
は
ず
」
と
い
う
の
が
、
念
仏
信
仰
者
の
現
世
の
生
活
態
度
だ
と
い
う
宣
明
で
あ
る
。
悪
人
正
因
と
造
悪
無
碍
と
い
う
こ
ど
は
、
唯
信
の
念
仏
者
の
生
活
の
上
で
は
当
然
に
反
対
の
方
向
へ
向
う
も
の
だ
、
と
い
う
の
が
親
鸞
の
立
場
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
十
九
通
の
次
の
言
葉
は
、
さ
ら
に
決
定
的
か
つ
重
大
で
あ
る
。
「
あ
で
た
き
仏
の
御
誓
の
あ
れ
ば
と
て
、
わ
ざ
と
す
ま
じ
き
事
ど
も
を
も
し
思
ふ
ま
じ
き
事
ど
も
を
も
思
ひ
な
ど
せ
ん
は
、
よ
く
よ
く
こ
の
世
の
厭
し
か
ら
ず
、
身
の
悪
き
事
を
も
思
ひ
知
ら
ぬ
に
て
候
へ
ば
、
念
仏
に
志
も
な
く
仏
の
御
誓
に
も
志
の
在
し
ま
さ
ぬ
に
て
候
へ
ぼ
、
念
仏
せ
さ
せ
た
ま
ふ
と
も
そ
の
御
志
に
て
は
順
次
の
往
生
も
難
く
や
候
ふ
べ
か
ら
ん
」
と
。
新
鸞
は
「
よ
く
よ
く
こ
の
由
を
人
々
に
聞
か
せ
ま
い
ら
せ
さ
せ
た
ま
ふ
べ
く
候
」
と
念
を
押
し
て
い
る
。
「
順
次
の
往
生
も
難
く
や
候
ふ
べ
か
ら
ん
」
と
い
う
文
章
は
、
「
や
」
は
疑
問
「
さ
ふ
ら
ふ
」
は
丁
寧
「
べ
か
ら
ん
」
は
推
量
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
昧
は
「
順
次
の
往
生
も
む
ず
か
し
う
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
な
る
。
国
文
学
者
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
「
や
」
は
そ
の
疑
問
の
意
味
が
弱
い
と
さ
れ
る
の
で
、
全
体
的
意
味
と
し
て
は
o匸CGG5
「
め
で
た
き
仏
の
御
誓
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
ざ
と
三
毒
を
犯
す
よ
う
で
は
、
念
仏
に
志
も
な
く
、
仏
の
誓
に
も
志
の
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
ら
、
念
仏
せ
さ
せ
た
ま
ふ
と
も
そ
の
よ
う
な
御
志
で
は
順
次
の
往
生
も
む
ず
か
し
う
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
味
あ
い
に
力
点
が
あ
る
文
章
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
こ
に
念
仏
生
活
者
の
必
然
の
姿
と
親
鸞
の
厳
し
い
注
意
の
喚
起
を
見
る
の
で
あ
る
。同
主
旨
の
文
献
は
十
九
・
二
十
通
以
外
の
消
息
で
も
見
ら
れ
る
。
「
弥
陀
の
御
ち
か
い
は
煩
悩
具
足
の
ひ
と
の
た
め
な
り
と
信
ぜ
ら
れ
さ
ふ
ら
ふ
は
め
で
た
き
や
う
な
り
。
た
穿
し
わ
る
き
も
の
の
た
め
な
り
と
て
、
こ
と
さ
ら
に
ひ
が
こ
と
を
こ
こ
ろ
に
も
お
も
ひ
身
に
も
口
に
も
ま
ふ
す
べ
し
と
は
、
⑫
浄
土
宗
に
ま
ふ
す
こ
と
な
ら
ね
ば
」
と
述
べ
て
「
念
仏
の
ひ
と
、
ひ
が
こ
と
を
ま
ふ
し
さ
ふ
ら
は
ば
そ
の
身
ひ
と
り
こ
そ
地
獄
に
も
お
ち
天
魔
と
も
な
り
さ
ふ
ら
は
め
」
と
断
言
し
て
い
る
。
凡
夫
往
生
の
念
仏
義
の
と
り
違
え
が
厳
し
く
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
末
灯
鈔
十
六
通
に
は
「
さ
は
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ば
と
て
ひ
と
の
た
め
に
・も
復
く
ろ
く
、
す
ま
じ
き
こ
ど
を
も
し
、
い
ふ
ま
じ
き
こ
と
も
い
は
ば
煩
悩
に
く
る
は
さ
れ
た
る
儀
に
は
あ
ら
で
、
わ
ざ
と
す
ま
じ
き
こ
と
を
も
せ
ば
か
へ
す
が
へ
す
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
り
」
ど
あ
る
。
親
鸞
の
指
弾
は
、
明
解
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、
ど
り
違
え
の
念
仏
で
は
往
生
は
む
ず
か
し
か
ろ
う
地
獄
落
ち
だ
、
造
悪
無
碍
と
い
う
よ
う
な
主
張
は
成
立
し
得
な
い
と
い
う
教
説
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
第
二
十
通
で
親
鸞
は
、
真
の
念
仏
生
活
者
の
能
動
性
に
つ
い
て
極
め
て
積
極
的
な
思
想
を
開
陳
し
た
。
「
も
と
は
無
明
の
酒
に
酔
ひ
て
…
…
三
毒
を
の
み
こ
の
み
め
し
あ
う
て
候
ひ
つ
る
に
、
仏
の
誓
を
開
き
は
じ
め
し
よ
り
無
明
の
酔
も
や
う
や
う
少
し
つ
つ
さ
め
、
三
毒
を
も
少
し
つ
つ
好
ま
ず
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
こ
の
み
め
す
身
と
な
り
て
お
は
し
ま
し
あ
う
て
候
ふ
ぞ
か
し
」
と
。
こ
こ
で
「
ぞ
か
し
」
は
終
助
詞
ゆ
え
に
念
を
押
す
だ
け
の
意
味
「
お
は
し
ま
し
あ
ふ
」
は
お
あ
し
ま
す
、
つ
ま
り
有
り
居
り
の
敬
語
だ
か
ら
、
文
法
的
に
厳
密
な
文
章
解
釈
と
し
て
は
「
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
好
ん
で
召
し
上
が
る
身
と
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
念
仏
の
い
わ
れ
を
聞
き
始
め
る
と
三
毒
を
少
し
つ
つ
好
ま
な
く
な
る
ぼ
か
り
か
、
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
好
ん
で
た
べ
る
身
と
な
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
は
、
正
し
い
聞
法
の
結
果
の
当
然
と
し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ヨ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
こ
の
一
節
の
教
示
は
重
大
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
親
鸞
に
お
け
る
信
心
決
定
後
の
念
仏
者
像
の
本
質
明
示
を
こ
こ
に
見
る
。
そ
れ
は
、
念
仏
者
が
世
俗
の
生
活
に
処
し
て
い
く
に
際
し
て
、
不
可
避
的
に
遭
遇
す
る
現
世
に
お
け
る
生
活
態
度
の
あ
り
方
の
問
題
、
価
値
判
断
や
行
動
の
選
択
、
さ
ら
に
は
理
想
の
追
求
や
創
造
等
を
律
し
て
い
く
根
本
的
な
規
範
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
つ
の
留
意
点
が
あ
る
。
伝
統
教
学
で
「
正
定
滅
度
」
と
い
わ
れ
る
問
題
と
の
関
連
で
あ
る
。例
え
ば
「
証
巻
」
で
正
定
聚
に
は
、
そ
の
時
と
か
入
る
と
言
い
、
滅
度
に
は
、
至
る
と
か
近
づ
く
と
か
言
わ
れ
る
か
ら
、
正
定
と
滅
度
と
を
現
生
と
当
益
と
の
二
益
に
配
当
す
る
の
が
真
宗
教
義
の
正
意
と
解
放
さ
れ
て
い
る
。
第
十
八
願
の
人
は
、
彼
土
に
お
い
て
滅
度
に
到
る
べ
き
位
に
定
っ
て
い
る
の
で
正
定
聚
と
い
い
、
親
鸞
は
こ
れ
を
現
生
の
信
心
決
定
の
位
ど
し
た
。
末
灯
鈔
に
限
っ
て
も
こ
れ
を
証
明
す
る
文
章
は
多
く
、
第
ご
、
三
、
七
、
十
三
、
十
四
、
十
五
通
等
に
見
え
る
。
の
み
な
ら
ず
、
一
念
多
念
文
意
で
は
正
定
滅
度
の
立
場
を
確
一%ワ一 4白 ∪
認
し
た
上
で
、
凡
夫
の
煩
悩
は
「
臨
終
の
一
念
に
0
至
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
消
え
ず
た
え
ず
」
と
断
言
し
て
い
る
。
「
無
明
煩
悩
を
具
し
て
安
養
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
即
ち
無
上
仏
果
に
到
る
(末
灯
鈔
第
二
通
)
」
の
で
あ
っ
て
親
鸞
が
現
生
正
定
聚
、
証
果
は
あ
く
ま
で
も
滅
度
と
す
る
立
場
と
、
末
灯
鈔
十
六
、
十
九
、
二
十
通
等
の
教
説
と
は
、
一
見
、
対
立
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
親
鸞
は
「
わ
が
身
の
往
生
一
定
と
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
は
、
仏
の
御
恩
を
お
ぼ
し
め
さ
ん
に
、
御
報
恩
の
た
め
に
御
念
仏
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
ま
ふ
し
て
、
世
の
中
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
と
お
ぼ
し
め
す
べ
し
と
そ
、
お
ぼ
え
候
(御
消
息
集
第
二
通
)
」
"
と
も
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
心
決
定
の
人
ぼ
仏
恩
を
正
し
く
深
く
思
い
、
報
恩
の
為
に
世
の
安
穏
を
願
う
ば
か
り
か
、
安
穏
な
世
の
申
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
根
本
と
し
て
処
世
に
於
け
る
規
範
と
し
て
の
仏
法
を
尊
重
す
る
と
い
う
思
想
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
報
恩
の
世
界
を
限
り
な
く
実
践
し
て
い
く
に
際
し
て
、
信
心
の
論
理
の
当
然
と
し
て
「
仏
の
誓
を
聞
き
ぼ
じ
め
し
よ
り
無
明
の
酔
も
や
う
や
う
少
し
つ
つ
さ
め
三
毒
を
も
少
し
つ
つ
好
ま
ず
し
て
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
こ
の
み
召
す
身
と
な
り
て
在
し
ま
し
あ
う
て
候
ふ
ぞ
か
し
」
と
い
う
思
想
の
確
信
が
、
親
灣
に
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
「
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
こ
の
み
め
す
身
と
な
る
」
と
言
わ
れ
る
場
合
の
「
阿
弥
陀
仏
の
薬
」
と
は
何
か
、
そ
の
意
味
理
解
に
つ
い
て
思
想
的
に
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
親
鸞
が
「
真
実
の
教
」
と
し
た
無
量
寿
経
に
示
め
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
の
本
質
、
具
体
的
に
は
阿
弥
陀
仏
の
願
行
と
そ
の
心
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ぼ
、
阿
弥
陀
仏
を
阿
弥
陀
仏
た
ら
し
め
て
い
る
仏
教
の
真
理
性
そ
の
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
浄
土
教
の
建
前
が
仏
教
の
根
本
真
理
と
ず
れ
て
い
な
い
こ
と
、
否
、
浄
土
教
の
真
理
的
性
格
と
は
実
は
仏
教
の
根
本
真
理
そ
れ
自
体
を
真
理
的
性
格
と
し
て
い
⑳
る
こ
と
に
つ
い
て
の
学
問
的
解
明
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
た
だ
無
量
寿
経
の
漢
梵
両
門文
献
の
上
で
、
そ
の
主
た
る
事
例
の
み
を
見
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
法
蔵
の
い
わ
ゆ
る
兆
載
永
劫
の
修
行
が
、
衆
生
救
済
の
た
め
で
あ
る
と
し
て
「
令
諸
衆
生
功
徳
成
就
」
ど
述
べ
て
い
る
が
、
同
時
に
「
住
空
無
相
無
願
之
法
無
作
無
起
観
法
如
化
」
と
明
示
さ
れ
て
い
nる
。ま
た
梵
本
に
は
、
「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
か
の
ダ
ル
マ
ー
カ
ラ
比
丘
は
、
か
の
世
尊
ロ
ー
ケ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
・
ラ
ー
ジ
ャ
如
来
の
前
で
(中
略
)
こ
の
よ
う
な
こ
れ
ら
の
特
別
な
諸
誓
願
を
述
べ
て
、
そ
の
と
お
り
に
誓
約
を
実
行
し
た
。
か
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
国
土
の
清
浄
と
仏
国
土
の
威
勢
と
仏
国
土
の
広
大
さ
と
を
達
成
し
て
菩
薩
の
行
を
実
践
し
(中
略
)
一
切
の
生
け
る
者
た
ち
の
利
益
の
た
め
に
大
誓
願
を
達
成
し
(申
略
)
一
切
の
生
け
る
者
た
ち
に
善
法
す
す
め
る
先
導
者
で
あ
り
、
空
、
無
相
無
願
、
無
作
、
⑳
無
起
の
境
界
に
往
し
......」
「
ま
た
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
そ
の
〔
河
〕
水
の
か
の
響
き
は
快
く
流
れ
出
て
か
の
仏
国
土
全
体
に
響
き
わ
た
る
。
か
し
こ
に
い
る
生
け
る
者
た
ち
が
(中
略
)
こ
の
よ
う
な
声
を
聞
き
た
い
と
欲
す
る
者
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
快
い
声
を
聞
く
。
す
な
わ
ち
(中
略
)
空
、
無
相
、
無
願
、
無
作
、
無
生
、
無
起
、
無
有
、
無
滅
の
声
、
寂
静
、
寂
穏
、
寂
止
の
声
(申
略
)
を
聞
く
。
か
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
も
ろ
も
ろ
の
声
を
聞
い
て
、
遠
離
に
と
も
な
う
、
離
貪
に
と
も
な
う
、
寂
静
に
と
も
な
う
(中
略
)
広
大
な
喜
び
と
歓
喜
を
得
る
の
で
あ
る
。
ま
一227一
た
、
ア
…
ナ
ン
ダ
よ
、
極
楽
世
界
に
薺
不
善
の
声
は
全
く
な
く
、
障
碍
の
声
は
全
く
な
く
、
苦
し
み
の
声
は
全
く
な
い
。
不
苦
不
楽
の
感
受
の
声
さ
え
も
な
い
。
ま
し
て
苦
し
み
や
苦
し
み
と
い
う
声
が
ど
う
し
て
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
こ
う
い
う
わ
け
で
、
か
の
世
界
は
略
し
て
〈
極
楽
〉
⑳
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
文
献
に
よ
っ
て
、
か
の
法
蔵
が
そ
の
願
行
を
実
践
し
成
就
し
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
か
の
世
界
」
が
「
極
楽
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
付
け
と
思
想
的
根
拠
が
、
あ
げ
て
仏
教
の
根
本
真
理
観
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
浄
土
教
の
御
伽
話
的
・
有
相
の
建
前
が
縷
縷
語
ら
れ
な
が
ら
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の
建
前
の
依
っ
て
立
つ
場
が
、
浄
土
教
の
真
理
的
性
格
と
し
て
仏
教
の
根
本
真
理
観
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
広
大
な
喜
び
や
歓
喜
が
得
ら
れ
、
従
っ
て
苦
し
み
が
な
い
の
は
、
空
や
寂
静
の
声
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
大
経
に
於
て
は
、
大
乗
の
第
一
義
諦
が
阿
弥
陀
仏
及
び
そ
の
国
土
の
本
質
で
あ
り
、
真
実
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
親
鸞
が
「
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
こ
の
み
め
す
」
と
い
う
場
合
の
意
味
理
解
も
、
こ
の
よ
う
な
経
典
の
思
想
性
と
阿
弥
陀
仏
の
本
質
理
解
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
彼
が
「
も
と
は
無
明
の
酒
に
酔
ひ
て
…
…
三
毒
を
の
み
こ
の
み
め
し
あ
う
て
候
ひ
つ
る
に
、
仏
の
誓
を
聞
き
は
じ
め
し
よ
り
無
明
の
酔
も
や
う
や
う
少
し
つ
つ
さ
め
、
三
毒
を
も
少
し
つ
つ
好
ま
ず
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
こ
の
み
め
す
身
と
な
り
て
在
し
ま
し
あ
う
て
候
ふ
ぞ
か
し
」
と
明
言
し
た
意
味
は
、
無
明
・
三
毒
は
「
臨
終
の
一
念
に
至
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
」
こ
の
身
を
さ
い
な
む
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
阿
弥
陀
仏
の
真
実
に
教
え
ら
れ
れ
ば
、
自
身
の
罪
障
と
自
身
を
も
含
あ
た
凡
夫
が
こ
の
世
で
創
り
出
し
て
い
る
妄
執
に
よ
る
あ
さ
ま
し
い
世
界
に
あ
き
れ
は
て
、
た
だ
、
阿
弥
陀
仏
の
真
実
を
の
み
依
り
処
と
仰
い
で
い
く
よ
う
に
な
り
、
そ
う
す
れ
ば
、
無
明
の
酔
か
ら
少
し
つ
つ
さ
め
、
三
毒
を
少
つ
つ
好
ま
ぬ
結
果
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
し
、
真
の
念
仏
者
が
阿
弥
陀
仏
の
真
実
だ
け
を
究
極
の
力
と
し
、
依
り
処
と
仰
い
で
い
く
以
上
、
阿
弥
陀
仏
の
心
や
行
業
を
慕
い
、
完
全
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
出
来
る
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
だ
け
努
力
し
て
常
に
如
来
の
真
実
に
か
の
う
よ
う
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
に
行
動
す
る
身
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
も
又
、
理
の
当
然
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
念
仏
信
仰
に
よ
っ
て
こ
そ
人
間
の
生
活
が
信
仰
的
に
も
実
践
的
に
も
偽
善
的
で
な
く
、
む
し
ろ
自
然
に
根
底
的
に
確
立
す
る
の
だ
、
と
い
う
彼
の
自
負
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
の
消
息
を
親
鸞
は
「
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
こ
の
み
め
す
身
と
な
り
て
在
し
ま
し
あ
う
て
候
ふ
ぞ
か
し
」
と
い
う
表
現
で
、
き
わ
あ
て
直
截
に
教
示
し
た
訳
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
既
に
考
察
し
た
大
経
に
示
め
さ
れ
る
阿
弥
陀
仏
を
阿
弥
陀
仏
た
ら
し
め
て
い
る
本
質
世
界
こ
そ
は
、
念
仏
者
の
現
世
に
お
け
る
あ
り
方
の
手
本
で
あ
り
、
そ
の
行
動
を
律
す
る
根
本
規
範
だ
ど
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
大
切
な
こ
と
は
、
お
前
た
ち
の
生
活
は
こ
う
い
う
よ
う
に
努
力
せ
よ
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
つ
ま
り
、
念
仏
者
へ
の
強
制
や
命
令
と
し
て
で
は
な
く
、
仏
の
誓
を
正
し
く
聞
い
た
真
の
念
仏
者
で
あ
れ
ぼ
、
現
世
に
処
し
て
い
く
に
際
し
て
の
当
然
の
姿
と
し
て
、
そ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
、
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
好
ん
で
た
べ
る
身
と
な
っ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
問
題
の
文
章
を
文
法
的
に
厳
密
に
訳
す
時
「
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
こ
の
ん
で
め
し
あ
が
る
身
と
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
CCC一228一
で
ご
ざ
い
ま
す
ヨ
」
と
現
代
語
訳
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
事
実
が
、
何
よ
り
も
雄
弁
に
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
四
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
親
鸞
は
「
ま
つ
わ
が
身
の
往
生
」
の
決
定
が
先
決
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
そ
れ
ほ
、
自
己
が
有
限
な
人
間
セ
し
て
無
理
な
く
完
全
に
救
わ
れ
、
安
心
で
き
る
究
極
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
人
生
の
根
本
だ
と
い
う
立
場
の
宣
関
で
あ
り
、
た
だ
本
願
他
力
を
た
の
ん
で
自
力
を
は
な
れ
た
「
唯
信
」
に
よ
っ
て
、
ま
た
唯
信
の
故
に
こ
そ
凡
夫
ほ
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
、
定
善
も
散
善
も
な
く
、
高
僧
和
讃
に
「
助
正
な
ら
べ
て
修
す
る
を
ば
、
す
な
は
ち
雑
修
と
な
つ
⑱
け
た
り
」
と
断
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
自
明
の
如
く
、
読
誦
、
観
察
、
礼
拝
、
称
名
、
讃
嘆
供
養
の
五
正
行
以
外
の
雑
行
の
否
定
は
勿
論
の
こ
と
、
第
四
の
称
名
を
正
定
業
と
し
そ
の
前
三
後
一
を
正
定
業
を
助
け
る
助
業
と
し
な
が
ら
、
こ
の
正
助
二
業
を
な
ら
べ
て
修
す
る
こ
と
ま
で
雑
修
と
批
判
し
、
し
り
ぞ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
往
生
浄
土
の
思
想
に
お
け
る
絶
対
他
力
の
立
場
を
貫
ぬ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
真
実
信
心
を
得
て
「
ま
つ
わ
が
身
の
往
生
」
が
定
っ
た
な
ら
ば
、
現
生
正
定
聚
、
証
果
は
あ
く
ま
で
も
滅
度
と
い
う
現
実
ほ
残
る
と
し
て
も
、
「
わ
が
身
の
往
生
一
定
と
お
ぼ
し
め
さ
ん
ひ
と
は
、
仏
の
御
恩
を
お
ぼ
し
め
さ
ん
に
、
御
報
恩
の
た
め
に
御
念
仏
こ
丶
う
に
い
れ
て
ま
ふ
し
て
、
世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
と
お
ぼ
し
め
す
べ
し
と
そ
、
お
ぼ
え
さ
ふ
ら
ふ
。
」
'
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
親
鸞
は
、
絶
対
と
し
て
の
仏
恩
を
お
も
っ
た
な
ら
ば
、
救
わ
れ
て
ゆ
く
有
限
者
の
「
報
恩
」
ど
し
て
、
世
の
安
穏
を
願
い
仏
法
の
真
実
智
を
規
範
と
し
て
行
動
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
然
で
あ
り
、
か
つ
当
然
の
姿
だ
と
い
う
思
惟
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
世
の
安
穏
は
正
し
く
仏
法
が
ひ
ろ
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
当
の
も
の
に
な
る
の
で
あ
り
、
仏
法
が
ひ
ろ
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
真
実
信
心
の
念
仏
生
活
の
中
で
、
仏
の
願
行
と
そ
の
心
を
手
本
と
し
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
力
作
善
と
は
峻
別
さ
れ
た
「
報
恩
行
と
し
て
の
社
会
的
実
践
」
と
い
う
性
格
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
人
聞
の
行
為
に
対
す
る
親
鸞
の
さ
め
た
眼
と
、
つ
つ
ま
し
さ
を
見
る
と
い
い
た
い
。
し
か
し
、
彼
の
信
心
の
思
想
に
対
す
る
確
信
は
ゆ
る
が
な
い
。
つ
ま
り
既
に
見
た
通
り
、
仏
の
誓
を
聞
き
は
じ
め
、
真
実
信
心
の
人
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
完
全
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
常
に
阿
弥
陀
仏
の
真
実
に
か
の
う
よ
う
に
行
動
す
る
身
と
な
っ
て
い
る
の
は
理
の
当
然
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
よ
う
な
念
仏
者
の
姿
が
、
ま
さ
し
く
報
恩
の
行
為
そ
の
も
の
に
通
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
論
の
必
要
上
、
大
経
に
示
め
さ
れ
た
法
蔵
菩
薩
の
願
行
の
模
様
と
、
そ
の
結
果
、
成
就
さ
れ
た
と
さ
れ
る
仏
国
土
の
具
体
相
に
つ
い
て
二
三
、
見
て
お
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
浄
土
教
の
真
理
的
性
格
と
は
、
実
は
仏
教
の
根
本
真
理
そ
れ
自
体
を
真
理
的
性
格
と
し
て
い
る
と
か
、
大
乗
の
第
一
義
諦
が
阿
弥
陀
仏
及
び
そ
の
国
土
の
本
質
で
あ
り
真
実
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
hと
い
っ
て
も
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
格
と
し
て
客
観
化
し
、
そ
の
思
想
の
真
理
性
が
ど
う
結
実
す
る
の
か
が
明
ら
か
と
な
ら
な
い
限
り
、
一
般
に
対
す
る
普
遍
的
な
思
想
と
し
て
の
説
得
力
は
も
ち
え
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一
口
に
「
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
常
に
こ
の
み
め
す
身
と
な
る
」
と
い
わ
れ
て
も
、
阿
弥
陀
仏
を
阿
弥
陀
仏
た
ら
し
め
て
い
る
本
質
世
界
こ
そ
は
念
仏
者
の
現
世
に
お
け
る
あ
り
方
の
手
本
で
あ
り
、
そ
の
行
動
を
律
す
る
根
本
規
一
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だ
と
い
わ
れ
て
も
、
直
ち
に
、
真
の
念
仏
者
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
手
本
と
す
る
人
と
な
る
か
は
、
理
解
し
が
た
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
引
用
は
、
一
般
の
理
解
の
便
宜
を
考
え
、
意
訳
の
浄
土
三
部
経
に
依
る
こ
と
に
す
る
。
「
そ
の
修
行
の
あ
り
さ
ま
は
、
貪
り
や
怒
り
や
害
い
の
心
を
起
さ
ず
、
ま
た
、
そ
う
い
う
想
さ
え
も
い
だ
か
ず
、
欲
少
く
、
足
る
を
知
っ
て
、
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
を
離
れ
、
い
つ
も
禅
定
に
心
を
静
め
て
、
智
恵
ま
ど
か
に
、
偽
り
の
心
絶
え
て
な
く
、
顔
色
を
や
わ
ら
げ
、
言
葉
や
さ
し
く
、
相
手
の
気
持
を
汲
み
取
っ
て
よ
く
受
け
入
れ
、
雄
雄
し
く
精
進
し
て
少
し
も
倦
む
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
清
ら
か
な
善
根
を
求
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
利
益
し
、
三
宝
を
敬
い
、
師
長
に
仕
え
る
な
ど
、
大
き
な
誓
い
の
も
と
に
も
ろ
も
ろ
の
行
を
修
め
、
そ
れ
を
す
べ
て
の
人
人
に
施
し
て
、
功
徳
を
成
就
さ
M
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
「
か
の
仏
国
に
生
れ
た
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
た
ち
は
、
(中
略
)
そ
の
国
土
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
ら
に
対
し
て
、
自
分
の
も
の
だ
と
い
う
よ
う
な
思
い
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
に
執
着
す
る
心
が
な
い
。
行
く
も
帰
る
も
、
進
む
も
止
ま
る
も
、
す
べ
て
情
に
係
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
自
由
自
在
で
あ
っ
て
、
す
こ
し
も
好
き
嫌
い
の
区
別
を
立
て
な
い
。
ま
た
、
彼
我
の
へ
だ
て
が
な
く
、
人
と
争
い
競
う
よ
う
な
こ
と
も
さ
ら
に
な
い
。
か
つ
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
に
対
し
て
は
、
大
き
な
慈
悲
を
も
っ
て
利
益
し
よ
う
と
の
心
を
持
ち
、
い
つ
も
柔
和
に
、
よ
く
自
制
し
て
、
怒
り
恨
む
思
い
が
な
く
、
障
り
を
離
れ
た
浄
ら
か
な
心
で
、
倦
み
疲
れ
る
こ
O
と
が
な
い
。
」
「
か
く
て
、
菩
薩
た
ち
は
世
の
灯
明
と
な
り
、
ま
た
人
人
に
福
徳
を
得
さ
せ
る
も
と
に
な
り
、
さ
ら
に
ま
た
、
い
つ
も
衆
生
の
た
め
に
よ
き
指
導
者
と
な
る
。
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
も
の
に
愛
憎
の
分
け
へ
だ
て
を
せ
ず
、
い
ち
ず
に
正
し
い
道
を
得
さ
せ
た
い
と
願
う
の
み
で
、
ほ
か
に
何
ら
の
喜
び
も
憂
い
も
な
く
、
も
ろ
も
ろ
の
貧
欲
の
刺
を
抜
い㊥
て
、
多
く
の
人
人
を
安
ん
ぜ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
」
か
く
し
て
、
一
応
、
一
般
人
に
も
理
解
で
き
る
客
観
化
さ
れ
た
具
体
性
を
も
つ
内
容
ど
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
願
行
と
そ
の
世
界
の
模
様
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
願
行
と
そ
の
心
を
現
世
に
お
け
る
あ
り
方
の
手
本
と
し
、
常
に
そ
の
本
質
に
か
の
う
よ
う
に
つ
と
め
て
努
力
し
、
行
動
し
つ
づ
け
る
真
実
信
人
の
人
が
、
親
鸞
に
お
け
る
真
正
の
念
仏
者
像
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
か
る
人
格
こ
そ
、
社
会
福
祉
の
目
的
の
下
に
活
動
す
る
一
つ
の
期
待
さ
れ
る
人
間
像
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
る
程
、
い
ま
明
ら
か
に
さ
れ
た
人
間
像
は
、
仏
教
の
、
し
か
も
一
特
定
宗
派
の
信
仰
に
も
と
つ
く
、
人
間
と
そ
の
行
為
の
理
想
態
で
は
あ
る
。
し
か
し
我
々
が
い
ま
み
た
そ
の
内
容
は
、
宗
派
的
な
恣
意
や
主
観
的
自
己
主
張
と
い
う
枠
を
こ
え
、
時
代
と
場
所
を
超
越
し
て
受
容
さ
れ
う
る
、
確
か
な
理
性
の
吟
味
に
も
た
え
う
る
思
想
の
普
遍
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
理
想
の
人
格
の
一
形
態
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
浄
土
真
宗
の
真
理
観
か
ら
、
今
日
、
社
会
福
祉
の
場
に
提
供
し
う
る
理
想
の
人
間
像
は
と
い
え
ば
、
以
上
の
よ
う
な
思
想
を
内
実
と
す
る
人
格
を
お
い
て
他
に
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
の
対
象
者
は
人
間
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
社
会
福
祉
は
、
正
常
な
一
般
的
生
活
の
水
準
よ
り
脱
落
・
背
離
し
、
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
あ
る
人
間
に
対
し
、
そ
の
回
復
・
保
全
を
目
的
と
し
て
保
護
・
助
長
し
、
人
間
に
対
し
て
何
ら
か
の
処
置
を
行
う
活
動
だ
ど
定
義
さ
れ
て
い
た
。
勿
論
、
何
ら
か
の
問
題
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
人
間
を
対
象
に
、
そ
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
そ
の
一
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自
立
を
援
護
・
助
長
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
種
々
の
条
件
が
準
備
さ
れ
て
い
る
必
要
は
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
優
れ
た
法
制
や
制
度
、
財
源
の
裏
付
け
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
福
祉
の
専
門
技
術
と
知
識
や
設
備
、
豊
富
な
経
験
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
必
要
度
に
応
じ
て
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
福
祉
の
使
命
を
真
に
理
想
的
な
姿
で
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
対
象
者
で
あ
る
生
き
た
人
間
に
接
し
そ
の
人
の
立
場
に
た
っ
て
、
自
立
を
援
護
・
助
長
す
る
衝
に
当
た
る
福
祉
の
担
い
手
の
人
格
の
質
こ
そ
が
、
最
終
的
に
問
題
に
な
る
。
制
度
や
金
品
や
技
術
や
知
識
だ
け
に
よ
っ
て
、
困
難
な
問
題
を
も
つ
人
間
を
真
に
自
立
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
ま
い
。
人
間
を
自
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
一
つ
の
教
育
的
行
為
で
あ
る
。
「
ど
こ
ま
で
も
善
く
あ
る
こ
と
へ
の
活
力
と
能
力
と
を
養
お
う
と
OM
J
す
る
人
間
へ
の
援
助
の
働
き
」
が
、
教
育
本
来
の
使
命
だ
ど
い
う
こ
と
ほ
教
育
学
の
常
識
で
あ
る
。
「教
育
と
は
価
値
に
か
か
わ
る
営
み
で
あ
り
、
望
ま
し
い
価
値
を
選
択
し
、
こ
れ
に
向
っ
て
被
教
育
者
を
導
く
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
価
値
に
同
化
さ
@
せ
る
こ
と
」
と
明
確
に
規
定
し
て
い
る
の
だ
。
価
値
に
つ
い
て
知
識
を
も
つ
こ
と
と
、
価
値
を
選
択
し
て
指
令
す
る
こ
と
と
は
全
く
次
元
の
違
っ
た
聞
題
で
、
教
育
上
の
善
悪
を
判
断
し
選
択
す
る
場
合
は
、
単
な
る
知
識
の
地
平
を
こ
え
る
必
要
が
あ
㊧
る
Qこ
の
こ
と
を
思
え
ば
、
社
会
福
祉
の
目
的
と
使
命
を
充
分
理
解
し
、
し
か
も
そ
の
推
進
の
任
に
た
え
得
る
、
ま
た
そ
の
任
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
と
思
想
を
そ
な
え
た
者
が
対
象
者
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
以
上
の
諸
条
件
が
満
た
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
社
会
福
祉
は
、
十
全
な
る
態
勢
に
お
い
て
自
ら
の
役
割
を
完
遂
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、
地
域
活
動
を
含
め
た
民
問
社
会
福
祉
の
分
野
に
適
応
さ
れ
具
現
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
的
福
祉
の
場
で
対
象
者
に
直
接
せ
っ
し
て
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
に
と
っ
て
も
、
常
に
不
可
避
的
に
問
わ
れ
て
い
る
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
社
会
福
祉
に
お
け
る
自
立
と
ぼ
、
自
分
で
働
い
て
自
分
で
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
何
人
も
健
康
な
精
神
を
も
っ
て
健
康
な
生
活
を
営
む
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
社
会
福
祉
の
援
助
が
必
要
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
の
な
か
に
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
も
し
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
、
公
的
福
祉
の
場
に
つ
き
ま
と
う
思
想
の
制
約
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
援
助
の
内
容
を
も
っ
て
、
究
極
的
に
対
象
者
に
健
康
な
精
神
を
も
た
し
め
、
健
康
な
生
活
を
送
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
つ
れ
に
も
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
真
宗
念
仏
者
の
思
想
と
人
間
像
は
、
仏
教
の
側
か
ら
す
る
一
つ
の
具
体
的
な
回
答
で
あ
る
。
註①
「
浄
土
真
宗
福
祉
白
書
(本
願
寺
派
52
年
版
)
」
五
三
頁
。
②
「
武
蔵
野
女
子
学
院
五
十
年
史
」
(
武
蔵
野
女
子
学
院
刊
)
六
頁
。
③
前
掲
「
白
書
」
六
八
頁
か
ら
七
一
頁
。
④
前
掲
「
五
十
年
史
」
十
一
頁
か
ら
十
二
頁
⑤
前
掲
「
五
十
年
史
」
十
三
頁
。
⑥
柴
田
善
守
「
社
会
福
祉
」
(家
政
教
育
社
)
十
頁
か
ら
十
一
頁
。
⑦
こ
の
自
書
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
伝
道
部
か
ら
昭
和
52
年
8
月
10
日
に
発
行
さ
れ
た
。
⑧
「
白
書
」
六
ご
頁
。
⑨0　
「
白
童
口
」
六
三
頁
。
「
白
書
」
五
五
頁
か
ら
五
六
頁
。
⑫
「
白
書
」
五
六
頁
。
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⑬
前
掲
「
社
会
福
祉
」
十
五
頁
か
ら
十
六
頁
。
⑭
同
、
十
五
頁
。
⑮
唯
信
鈔
文
意
(真
聖
全
二
、
六
一
二
頁
)
⑯
教
行
信
証
・
化
身
土
十
一
巻
(真
聖
全
二
、
ご
○
ご
頁
)
⑰
末
灯
鈔
第
一
通
(真
聖
全
二
、
六
五
七
頁
ー
六
五
八
頁
)
⑱
同
、
第
一
通
(真
聖
全
二
、
六
五
八
頁
)
・
⑲
同
、
第
二
通
(真
聖
全
二
、
六
五
八
頁
ー
六
五
九
頁
)
⑳
御
消
息
集
第
二
通
(真
聖
全
二
、
六
九
七
頁
)
⑳
末
灯
鈔
は
、
真
宗
聖
教
全
書
二
に
は
六
五
六
頁
か
ら
六
九
四
頁
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
問
題
の
十
九
・
二
十
通
は
、
六
八
五
頁
か
ら
六
九
三
頁
。
⑳
御
消
息
集
第
四
通
(真
聖
全
二
、
七
〇
一
頁
ー
七
〇
二
頁
)
⑳
一
念
多
念
文
意
(真
聖
全
二
、
六
一
八
頁
)
⑳
結
城
令
聞
「
浄
土
教
の
真
理
性
」
(宮
本
正
尊
編
『
仏
教
の
根
本
真
理
』
三
省
堂
刊
所
収
)
五
三
九
頁
よ
り
。
⑳
無
量
寿
経
巻
上
(真
聖
全
一
、
十
五
頁
)
⑳
藤
田
宏
達
「
梵
文
和
訳
無
量
寿
経
.
阿
弥
陀
経
」
(法
蔵
館
)
七
七
頁
か
ら
七
八
頁
。
⑳
同
、
九
九
頁
か
ら
百
頁
。
⑳
高
僧
和
讃
・
善
導
讃
(真
聖
全
二
、
五
〇
九
頁
)
⑳
御
消
息
集
第
ご
通
(真
聖
全
二
、
六
九
七
頁
)
⑳
聖
典
意
訳
浄
土
三
部
経
(本
願
寺
派
大
遠
忌
記
念
聖
典
意
訳
編
纂
委
員
会
・
編
纂
発
行
)
三
六
頁
か
ら
三
七
頁
。
⑳
同
、
六
八
頁
。
⑳
同
、
七
一
頁
。
働
「教
育
原
理
ー
現
代
に
と
っ
て
教
育
と
は
何
か
ー
」
(日
本
放
送
出
版
協
会
)
六
六
頁
⑭
同
、
十
頁
。
⑳
村
井
実
「
教
育
思
想
と
は
何
か
」
(
小
学
館
『
教
育
学
全
集
2
、
教
育
の
思
想
』
所
収
参
照
。
明
治
期
に
お
け
る
医
療
保
護
事
業
の
発
達
と
仏
教
社
会
事
業沖
津
邦
弘
(布
谷
整
形
外
科
病
院
事
務
局
長
)
は
じ
め
に
医
療
と
い
う
行
為
は
純
粋
に
自
然
科
学
の
立
場
か
ら
だ
け
で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
学
的
、
心
理
学
的
な
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
医
療
は
た
だ
薬
物
や
器
械
や
手
術
だ
け
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
医
学
の
進
歩
と
専
門
分
化
の
進
行
は
、
か
え
っ
て
人
間
を
見
失
い
、
病
気
を
み
て
病
人
を
み
な
い
と
い
う
現
象
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
病
気
で
は
な
く
病
む
人
間
を
治
療
す
る
こ
と
は
、
た
だ
単
に
生
理
的
現
象
の
み
を
治
療
す
る
こ
と
で
な
く
、
心
を
無
視
せ
ず
、
同
時
に
人
間
の
生
れ
育
ち
、
生
活
を
し
て
い
る
社
会
条
件
を
重
視
一
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